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日
本
に
一番
近
い山
東
省
威
海
市
の
地
元
カ

科
学
技
術
交
流
会
で
水

の
浄
化
法
を
プ
レ
ゼ
ン

・
コ
ロ
ナ
禍
の
蔓
延
も
あ
り
、
最
近
、

飛
行
機
に
乗

っ
て
い
な
い
。
海
外
に
出

か
け
た
の
は
２
年
前
の
１２
月
に
な
る
。

行
先
は
、
中
国
の
山
東
省
。
武
漢
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
発
覚
の
少

し
前
で
、
２
週
間
の
拘
束
な
し
に
出
か

け
ら
れ
た
ぎ
り
ぎ
り
の
時
だ

っ
た
。

の
ほ
か
主
に
山
東
省
と
威
海
市
が
、
日

本
の
科
学
技
術
を
取
り
入
れ
、
人
的
交

流
を
行
い
、
威
海
市
を
先
進
的
産
業
に

よ
る
開
発
都
市
に
し
よ
う
と
い
う
背
景

が
あ
る
。

日
本
側
の
参
加
者
が
プ
レ
ゼ
ン
し
、

現
地
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
と
い

う
企
画
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
。

筆
者
は
住
所
地
か
ら
成
田
空
港
ま
で

は
自
費
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
航

空
旅
費
、
滞
在
費
、
会
議
加
費
参
等
は

中
国
側
が
負
担
し
て
く
れ
た
。
２
０
１

９
年
１２
月
２５
日
に
出
発
、
３
泊
４
日
し
、

２８
日
に
は
帰
国
し
た
。

威
海
市
は
、
山
東
省
の
最
東
端
、
日

本
に

一
番
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

し
か
し
成
田
か
ら
の
直
行
便
は
な
く
、

青
島
空
港
の
着
発
で
飛
ん
だ
。
青
島
空

港
か
ら
は
、高
速
道
路
で
２
５
０
計
研
、

約
３
時
間
。
威
海
市
は
、
北

。
東

ｏ
南

側
が
黄
海
で
あ
り
、
こ
の
地
勢
か
ら
水

産
加
工
業
が
こ
れ
ま
で
盛
ん
で
あ
る
。

ま
た
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
中
国
で
も

最
初
に
認
定
さ
れ
た
観
光
保
養
地
で
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
同
市
で
は
さ
ら
な

る
開
発
改
革
を
目
指
し
て
い
る
。

少
し
硬
い
話
に
な
る
が
、
筆
者
は
同

地
で
、
水
の
浄
化
法
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
し
た
。
水
産
加
工
業
の
盛
ん
な
当
地

あ
り
、
関
心
と
興
味
を
惹
い
た
。
プ
レ

ゼ
ン
後
、
４
組
の
事
業
者
か
ら
連
携
の

オ
フ
ァ
ー
が
あ

っ
た
。
翌
春
に
な

っ
た

ら
、
再
び
訪
ね
事
業
打
ち
合
わ
せ
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
残
念
な
が

ら
、翌
春
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
、

ヨ
①
Ｏ
ぎ
一
で
の
連
絡
だ
け
に
な

っ
て

し
ま
い
、
結
果
、
今
で
は
、
疎
遠
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
。

こ
と
の
ほ
か
、
人
間
の
関
数
、
す
な
わ

ち

《
３
つ
の
間
》
つ
な
が
り
で
あ
る
こ

と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。

今
、
日
中
関
係
は
領
土

・
領
海
問
題

な
ど
か
ら
関
係
が
冷
却
化
し
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
中
で
も

（中
だ
か
ら
こ

そ
）
民
間
交
流
は
積
極
的
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た

ら
、
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
感
覚
も
心
地

良
い
威
海
市
に
、
再
び
飛
び
た
い
と

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「鐵
の
道
」
の
製
造

・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一

般
社
団
法
人

「洸
楓
座
」
代
表
。

「全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

,ro 参 学
加 テ 旅
す ク 行
る ノ (う
た 口 日
め ジ 品
で 1涯
あ 革:'К
つ 新 コ
た 協 弟
0喘  |

中矢自
国 会 日
政
L中
府 に 不斗

満 規
ち模
た 感
未 と
来 躍
型 動
都 感
市 に

若 で 進
さ は ん
と  ｀で
エ コ い
ネ ン る
ノレ こF υ

ギ シ 現
1索 代
感 ち 的
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呼 去 の

どう言
こ 毬 方

山
東
省
の
東
端
に
あ
る
威
海
市

　

会
議
会
場

（威
海
海
悦
建
国
飯
店
）

1無駐
Êコ

い パ  (浅う
と ス る
い |ま が
う 温

｀
°
暖 冬
で が
あ 厳
り し
学 い
生
°

の 威
人 海
気 キ
が ヤ
高 ン

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

中
国
は
、
広
い
。
そ
し
て
発
展
し
て
い

る
様
子
が
そ
こ
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。

日
本
と
の
違
い
が
分
か
る
。
機
動
力
の

源
で
あ
る
人
間
が
多
い
。
こ
こ
威
海
市

の
人
口
は
、
２

８
０
万
人
。
そ

し

て
規

模

感

（
ス
ケ

ー

ル
）

が
大
き
い
。
さ

ら
に
近
代
化
が

′ |‐

●  ||

す
大
学
が
あ
る
。
山
東
大
学
と
ハ
ル
ビ

ン
エ
業
大
学
は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
自
負
と
存
在
感
が
あ
る
。大
学
は
、

地
元
力
で
あ
る
。
ハ
ル
ビ
ン
エ
業
大
学

は
、
中
国
東
北
部
の
吟
爾
浜
が
本
校
で

威
海
市
に
は
色
々
の
呼
び
方
が
あ

る
。
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
都
市
、
経
済
技
術

開
発
都
市
、
医
療
健
康
産
業
開
発
都

市
、
そ
し
て
未
来
都
市
。
象
徴
的
な
産

業
パ
ー
ク
に
あ
る
３
～
４
の
事
業
所
を

見
学
し
た
。
新
材
料
開
発
、
フ
ァ
ッ

⑮

大規模な医療機器会社の工場群

(模型展示 )
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で
は
、
海
洋
汚
染
は
避
け
な
け
れ
ば
な

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
医
療
機
器
工
場
＆

＝

ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
規
模
感
と

轟

化
学
処
理
で
は
な
く
、
微
生
物
の
活

躍
動
感
は
、
現
代
都
市
が
四
次
元

（３

＝

性
化
に
よ
り
浄
化
す
る
方
法
の
紹
介
で

方
位
の
空
間
＆
時
間
）
の
関
数
で
あ
る

毒

日日

つ
て
い
る

佐
藤
建
士
口
　
「洸
楓
座
」
代
表


